
資料２－３　令和４年度評価対象候補事業一覧表（令和２年度評価調書における指標達成度70％未満の事業一覧表）

R2 R2 R2 R2

1
札幌国際プラ
ザ運営補助
金

総務局国際
部交流課

5-1世界の活
力を取り込む
国際戦略の
積極展開

対象外

地域経済の活性化及び国際相互理解の増進に
資する事業を幅広く実施している（公財）札幌国
際プラザの管理運営費に対する補助金を支出す
る。

148,679千円
（148,679千

円）

157,997千円
（157,997千

円）

市民交流・国
際理解事業の
実施回数

100回
↓

47回
（47.0％）

外国語ボラン
ティア登録者
数

500人
↓

16人
（3.2％）

市民交流・国
際理解事業へ
の参加者数

11,000
↓

3,085
（28.0％）

外国語ボラン
ティア派遣人
数

300人
↓
0

(0％）

出資団体への団体補
助。

2
消費者セン
ター運営費

市民文化局
市民生活部
消費生活課

3-1地域活動
を活発化する
環境づくり

対象外

消費者被害の防止・救済や、自ら考え判断する
消費者となるための支援等を行うため、札幌市
消費者センターにおいて、消費生活に関する各
種施策を行う。①消費生活相談（助言・あっせん
等）をはじめ、各種講座等の消費者教育・啓発、
生活関連商品の価格調査等の業務を委託により
実施する。②条例等に基づく事業者への調査・
指導のほか、各種情報収集等の業務を行う。③
消費者センター施設の各種機能、設備の保守・
管理・運営を行う。

82,160千円
（73,844千

円）

83,443千円
（74,186千

円）

相談窓口開設
数（電話＋窓
口）

8窓口
↓

8窓口
（100％）

消費者セン
ターが行う啓
発講座等の実
施回数

60回
↓

27回
（45.0％）

相談対応件数
（参考）

12,000件
↓

9888件
（82.4％）

消費者セン
ター等が実施
する講座等へ
の参加人数
（AP事業目
標）

2,127人
↓

777人
（36.5％）

予算額の大半は相談業
務の委託料。

3
文化芸術振
興費

市民文化局
文化部文化
振興課

4-2魅力ある
まちづくりと観
光振興の一
体的推進

対象

文化芸術に触れる機会の提供、文化芸術に携わ
る個人・団体への表彰、各種事業への補助等
①市民ロビーコンサートの運営・開催　②札幌芸
術賞・文化奨励賞　③おおば比呂司記念室運営
管理　④外国人向け文化芸術情報発信　⑤関連
事業への補助　⑥名義後援 ⑦コロナ対策事業
にかかる負担金

111,496千円
（25,858千

円）

61,902千円
（31,902千

円）

文化芸術行事
に対する名義
後援申請件数

1,300件
↓

553件
（42.5％）

市民ロビーコ
ンサート開催
回数

492回
↓

482回
（98.0％）

市民ロビーコ
ンサート入場
者数

3,400人
↓

85人
（2.5％）

4
文化芸術情
報発信費

市民文化局
文化部文化
振興課

4-2魅力ある
まちづくりと観
光振興の一
体的推進

対象外

文化芸術・観光・交通・イベント・ショッピングに関
する情報を提供する大通情報ステーション及び
ホームページを運営する。
○所管部：政）都心まちづくり推進室（予算委託）

12,443千円
（12,443千

円）

12,377千円
（12,377千

円）
印刷物取扱数

3,700件
↓

1,416件
（38.3％）

来場者数

111,000人
↓

26,936人
（24.3％）

ホームページ
アクセス数

108,000
↓

75,240
（69.7％）

大通情報ステーション
は、政策企画部「都心ま
ちづくり推進費」、観光
MICE推進部「観光案内
所運営費」と併せて予算
計上。

5
老人クラブ連
合会補助金

保健福祉局
高齢保健福
祉部高齢福
祉課

2-1地域で共
生する環境づ
くり

対象外

一般社団法人札幌市老人クラブ連合会は、単位
老人クラブの育成指導と連絡調整を行っており、
この活動目的を達成するため、札幌市老人クラ
ブ連合会事務局の運営管理費や健康づくり事業
などに対して、補助金を交付している。

17,285千円
（10,557千

円）

18,471千円
（11,736千

円）

健康づくり事
業延べ参加人
数

6,000人
↓

2,214人
（36.9％）

全国一斉社会
奉仕の日への
老人クラブ会
員の参加者数

4,100人
↓

2,755人
（67.2％）

6
高齢者福祉
バス運営補
助金

保健福祉局
高齢保健福
祉部高齢福
祉課

2-1地域で共
生する環境づ
くり

対象

札幌市社会福祉協議会が民間バスを借上げ、
「高齢者福祉バス」として、高齢者団体の利用に
供している。これにかかる費用について、市より
札幌市社会福祉協議会に補助を行う。

5,529千円
（5,529千円）

20,000千円
（20,000千

円）
年間利用台数

470台
↓

41台
（8.7％）

年間実利用人
員数

15,180人
↓

994人
（6.5％）

7 健康推進費

保健福祉局
保健所健康
企画課成人
保健・歯科保
健担当課

6-2誰もが活
躍できる社会
の実現

対象

健康な生活習慣の啓発により、市民の自主的な
健康づくりを支援する。
①健康課題に応じた普及啓発の推進②「健康づ
くりを支える環境整備」ウオーキングマップ改訂・
増刷、健康機材消耗品③「住民主体の健康づくり
活動支援」自主活動グループ等支援、健康教
育、健康づくりサポーター派遣等

16,957千円
（16,207千

円）

24,909千円
（24,145千

円）

健康教育参加
延人数

30,000人
↓

13,533人
（45.1％）

健康づくりサ
ポーター派遣
回数

100回
↓

21回
（21.0％）

包括的連携協
定締結企業の
取組数（累計）

121
↓
160

(132.2％）

備考
R2決算事業

費
(一般財源)

R4予算事業
費

(一般財源)

活動指標①
（目標→実績）

活動指標②
（目標→実績）

成果指標①
（目標→実績）

成果指標②
（目標→実績）No 事業名

評価・所属名
称

施策名
ｱｸｼｮﾝ
ﾌﾟﾗﾝ掲

載
取組内容



8
子どもの体験
活動の場支
援費

子ども未来局
子ども育成部
子どもの権利
推進課

2-2子ども・若
者を社会全体
で育成・支援
する環境づく
り

対象

　子どもの自立性・社会性・創造性を高めるため
に、各団体や地域住民等と連携しながら、様々な
分野の多様な体験活動の機会を子どもに提供す
る。
　旧真駒内緑小学校跡施設「まこまる」におい
て、プレーパークや昔遊びなど、多様な体験機会
を子どもに提供する子どもの体験活動の場「Ｃｏ
ミドリ（こみどり）」の運営を支援する。具体的に
は、運営事業者への建物及び土地の無償貸付
及び補助金の交付による。

30,887千円
（30,504千

円）

34,000千円
（33,532千

円）
来館者数

19,000人
↓

1,030人
（5.4％）

9
ＩＣＣ事業推進
費

経済観光局
産業振興部
地域産業振
興課

5-2創造性を
生かしたイノ
ベーションの
誘発

対象

札幌市のクリエイティブ産業振興拠点であるイン
タークロス・クリエイティブ・センター（ＩＣＣ）を活用
し、クリエイティブ産業と他産業の連携促進に取
り組む。
〇コーディネート業務、〇クリエイティブ産業と他
産業連携セミナー、〇コンテンツ活用促進事業費
補助金、〇ICC情報発信

23,144千円
（23,144千

円）

22,000千円
（22,000千

円）

ICCの利用者
数

9,000人
↓

2,688人
（29.9％）

創出した他産
業企業のクリ
エイティブ活用
事例数（累計）

20
↓
25

（125.0％）

10
みんなの商
店街支援費

経済観光局
産業振興部
商業・経営支
援課

2-3歩いて暮
らせるまちづ
くり

対象

①みんなの商店街大作戦事業
商店街の活性化に資する様々なイベントや地域貢献活
動に係る経費を補助する。
②みんなの商店街集客力アップ事業
商店街が買い物環境の改善や魅力アップのために行
う商業的な取組に係る経費を補助する。
③みんなの商店街人材育成事業
専門家を派遣し、ワークショップや臨店指導により、商
店街の将来像やこれを踏まえた個店の改善を図る。

1,528千円
（1,528千円）

34,000千円
（34,000千

円）

補助金を活用
して集客力
アップに取り組
んだ商店街数
（累計）

5
↓
0

（0）

補助金を活用
した地域コミュ
ニティ活動の
数（累計）

70
↓
10

（14.3%)

令和2年度開始事業（令
和元年度までは「地域
商店街支援事業」として
実施。）

11
きらめく商店
主応援費

経済観光局
産業振興部
商業・経営支
援課

2-3歩いて暮
らせるまちづ
くり

対象

①【商店街区におけるストック活用型商い創出事
業】
商店街区にある空き店舗・空き家を活用して開業
する個人事業主・中小事業者に対し、開業に係
る費用の一部を補助する。
②【商業者グループによる新商品・新サービス開
発支援事業】
商店街加盟店の商店主を中心とした商業者グ
ループによる、新商品・新サービスの開発に対
し、経費の一部を補助する。

2,544千円
（2,544千円）

16,000千円
（16,000千

円）

補助事業によ
る商店街区の
新規開業数
（累計）

5
↓
1

（20.0％）

補助事業によ
る新商品・
サービス開発
数（累計）

5
↓
1

（20.0％）

令和2年度開始事業（令
和元年度までは「魅力あ
る個店創出推進事業」と
して実施。）

12
移住による就
業者・起業創
出事業

経済観光局
産業振興部
雇用労働課

6-1将来を担
う創造性豊か
な人材の育
成・活用

対象

東京圏から札幌へ移住するいわゆるＵＩＪターン
をした方々のうち、就業を伴う方又は社会的起業
をした方に対し、その移転費用等の一部を補助
するため移住支援金を支給する。
移住支援金対象者は次の①及び②を満たす方。
①直近５年以上東京23区に在住又は直近５年以
上東京圏に在住かつ東京23区に通勤
②道のマッチングサイトに掲載されている求人に
新規就業、道の事業による起業支援金の交付決
定又は移住前の仕事を継続しながらテレワーク

6,600千円
（1,650千円）

42,000千円
（10,500千

円）

当該制度を利
用した移住世
帯数（累計）

110世帯
↓

7世帯
（6.4％）

令和2年度行政評価対
象事業



13
海外拠点運
営費

経済観光局
経済戦略推
進部産業立
地・戦略推進
課

5-1世界の活
力を取り込む
国際戦略の
積極展開

対象

札幌市が設置する海外事務所および海外食品
コーディネート事業の運営
1.北京事務所による活動
　・札幌市内企業の中国ビジネス活動支援
　・札幌への観光客誘致
2.食品海外コーディネート事業（台湾及びASEAN
地域）
　・市内企業からの輸出・海外展開相談、現地企
業とのマッチング、現地でのアテンド等

42,494千円
（42,494千

円）

46,000千円
（46,000千

円）

北京事務所に
よる現地情報
交換件数

100件
↓

30件
（30.0％）

企業から食品
海外コーディ
ネーターへの
相談件数

150件
↓

61件
（40.7％）

（参考）北海道
から中国への
輸出総額（単
位：百万円）

―
↓

48,814百万
円

（－）

（参考）中国人
観光客の札幌
市内宿泊者数
（単位：人）

―
↓

2,108人
（－）

令和3年度末にて北京
事務所は廃止。

14
定山渓地区
魅力アップ費

経済観光局
観光・ＭＩＣＥ
推進部観光・
ＭＩＣＥ推進課

4-2魅力ある
まちづくりと観
光振興の一
体的推進

対象

「定山渓観光魅力アップ構想」に基づき、ソフト・
ハード両面の整備を実施する。
①定山渓観光協会の支援（イベント実施に対し
補助金を交付）
②修景支援（景観指針に基づき外観の修景等を
行うホテル、飲食店等に対し補助金を交付）
③歓迎塔再整備（歓迎塔の再整備を実施）
④定山渓エリアの課題解決への支援

150,803千円
（150,803千

円）

200,000千円
（197,000千

円）

定山渓の宿泊
者数

1,300千人
↓

358千人
（27.5％）

定山渓の宿泊
者数

1,300千人
↓

358千人
（27.5％）

15 普及啓発費

環境局環境
事業部循環
型社会推進
課

8-4循環型社
会の構築

対象外

家庭系ごみの減量・リサイクルの推進に関する
普及啓発事業
①各種イベントへの参加及び支援
②ごみ減量に係る広告、啓発パンフレット製作及
び啓発品購入等
③出前講座など各地域・団体への普及啓発

1,973千円
（1,949千円）

17,085千円
（17,085千

円）

出前講座・出
前教室への講
師派遣回数

12回
↓
4回

（33.3％）

ごみ減量啓発
イベント実施
回数

1回
↓
1回

（100％）

出前講座・出
前教室参加者
数

400人
↓

123人
（30.8％）

ごみ減量啓発
イベント来場
者数

2,000人
↓

246人
（12.3％）

16
建設産業活
性化推進事
業費

建設局土木
部業務課技
術管理・建設
産業担当課

6-2誰もが活
躍できる社会
の実現

対象

令和２年（2020年）５月に策定した「さっぽろ建設産業
活性化プラン」に基づき、以下の取組をはじめ各種施
策を実施。
・建設産業の魅力向上や市民理解の醸成　　・建設産
業の働き方改革の推進
・担い手確保に向けた取組の推進　・人材確保、品質
確保や地域貢献等に取り組む企業の支援
・企業の経営基盤強化と適正な利潤の確保　　・生産
性向上につながるi-Constructionの推進
・建設産業の発展に向けた横断的な取組の実施　・将
来に向けた広い観点での中長期的課題の検討

19,526千円
（19,526千

円）

43,000千円
（43,000千

円）

助成・支援制
度等の利用件
数（QMS含む）

159件
↓

72件
（45.3％）

17

高齢者世帯
自動消火装
置設置補助
金

消防局予防
部予防課

1-3災害に備
えた地域防災
体制づくり

対象

【目的】高齢者の安全・安心な暮らしを守り、火災
の被害を軽減する。
【内容】「こんろ」や「ストーブ」などが原因で発生
した火災の熱や煙を感知して、自動で消火薬剤
を放出する「自動消火装置」を高齢者世帯に普
及促進させるため、設置費用の一部を助成す
る。

4,263千円
（4,263千円）

14,000千円
（14,000千

円）

自動消火装置
設置費助成世
帯数

250世帯
↓

136世帯
（54.4％）


